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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｃ   3/08     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  49/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/24     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/083    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｃ   3/08    　　　　
   Ｃ０１Ｇ  49/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｃ   1/24    　　　　
   Ｃ０９Ｃ   3/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３０２　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月7日(2010.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦｅＯとして計算したときに少なくとも５重量％の鉄（ＩＩ）含量を有しかつ有機コー
ティングを有する酸化安定性酸化鉄顔料であって、
　該有機コーティングが、一般式（Ｉ）
　　ＸＯａＲ３

ｂ（ＯＲ２）ｃＲ１
ｄ

〔式中、
　Ｘは、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｐ、またはＳであり、かつ
　Ｒ３は、Ｃｌ、Ｂｒ、ＮＨ２、またはＯＭであり、
　　ここで、Ｍは、水素、アンモニウム化合物、アルカリ金属または１／２アルカリ土類
金属または１／３Ａｌまたは１／３Ｆｅであり、かつ
　Ｒ２およびＲ１のそれぞれは、１～１５個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和の線
状もしくは分枝状の脂肪族基（ただし、ハロゲンおよび／もしくはＮＨ２および／もしく
はＯＨおよび／もしくはＮＨＲおよび／もしくはＮＲ２および／もしくはＯＲにより任意
に１回以上置換されていてもよい）であるか、または４～２６個の炭素原子を有する脂環
式基であるか、または６～２６個の炭素原子を有する芳香族基（ただし、ハロゲンおよび
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／もしくはＮＨ２および／もしくはＯＨおよび／もしくはＮＨＲおよび／もしくはＮＲ２

および／もしくはＯＲおよび／もしくはＲにより任意に１回以上置換されていてもよい）
であり、
　　ここで、Ｒは、飽和もしくは不飽和の線状もしくは分枝状の脂肪族基（ただし、いず
れの場合も、１～１０個の炭素原子を有する）または任意に置換されていてもよい脂環式
もしくは芳香族の基（ただし、いずれの場合も、６～１０個の炭素原子を有する）であり
、かつ
　ａは、元素Ｘの最大可能酸化数－４に対応し、かつ
　ｂは、条件０≦ｂ＜（８－元素Ｘの最大可能酸化数）に従う整数に対応し、かつ
　ｃおよびｄは、
　　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＝４
を満たす整数である〕
で示される１種以上の有機化合物で構成され、該酸化鉄顔料が、コーティングされていな
い酸化鉄顔料と比較して酸化安定性試験において≧１０℃の酸化安定性を有することを特
徴とする酸化鉄顔料。
【請求項２】
　ＦｅＯとして計算したときに少なくとも５重量％のＦｅ（ＩＩ）含量を有する酸化鉄顔
料を一般式（Ｉ）で示される少なくとも１種の化合物と混合し、任意に、この混合物を乾
燥および／または粉砕し、それにより得られる酸化鉄顔料が、酸化安定性試験においてコ
ーティングされていない酸化鉄顔料と比較して≧１０℃の酸化安定性を有することを特徴
とする、請求項１に記載の酸化鉄顔料の調製方法。
【請求項３】
　ライム結合建築材料および／またはセメント結合建築材料を着色するための、プラスチ
ック、ワニス、エマルジョンペイントを着色するための、ならびに磁気記録媒体およびト
ナーを作製するための、請求項１に記載の酸化鉄顔料および請求項２に記載の方法により
調製された酸化鉄顔料の使用。
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